
フ
ー
ド
デ
ザ
ー
ト
は
英
訳
で

「
食
の
砂
漠
化
」
で
す
。

い
ま
大
店
舗
に
浸
食
さ
れ
対
応
の

ま
ず
さ
か
ら
市
街
化
地
域
で
ス
ー

パ
ー
が
撤
退
「
買
い
物
難
民
」
が

激
増
し
て
い
ま
す
。

半
径
５
０
０
ｍ
以
内
に
生
鮮
食
料

品
店
が
な
い
市
民
が
全
国
的
に
激

増
し
、
核
家
族
化
と
国
民
の
四
人

に
一
人
が
老
人
社
会
で
、
高
齢
者

や
障
害
者
、
生
活
弱
者
の
日
常
生

活
を
直
撃
し
て
い
ま
す
。

金
沢
市
の
某
ス
ー
パ
ー
が
経
営

失
敗
し
７
店
舗
を
閉
店
、
規
模
を

縮
小
。
今
年
一
月
十
八
日
に
金
沢

地
裁
に
債
務
切
り
捨
て
の
民
事
再

生
を
申
請
中
で
す
が
、
資
産
債
務

の
確
定
と
経
営
計
画
策
定
の
た
め

長
期
間
た
な
ざ
ら
し
に
さ
れ
る
結

果
、
地
域
の
生
活
環
境
が
激
変
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
生
活
弱
者

を
排
除
す
る
も
の
で
、
弱
者
を
人

質
に
商
人
と
し
て
全
く
不
適
格
で

あ
り
ま
す
。

責
任
の
一
旦
は
融
資
を
行
っ
た

地
元
信
用
金
庫
の
金
融
資
本
に
も

あ
り
ま
す
。
土
地
を
担
保
に
融
資
、

評
価
が
三
分
の
一
の
現
在
、
不
良

債
権
化
し
た
も
の
で
人
を
無
視
し

た
結
果
で
す
。

金
融
業
者
と
し
て
能
力
を
疑
い
、

不
適
格
で
あ
り
ま
す
。

七
月
二
十
五
日
に
業
者
の

HPで

来
年
一
月
末
ま
で
延
長
発
表
で
、

年
末
商
戦
や
宅
配
事
業
体
制
と
あ

り
ま
す
が
運
営
の
実
態
は
不
透
明

で
あ
り
ま
す
。
行
政
も
当
業
者
の

状
況
を
数
字
で
も
把
握
し
て
い
な

い
の
で
す
。
実
質
的
な
偽
装
で
は

な
い
か
。

実
態
は
遅
々
と
し
て
進
ん
で
い
な

い
状
態
で
す
。

生
活
弱
者
を
人
質
に
、
私
欲
を

貪
る
経
営
者
、
商
人
は
ブ
ラ
ッ
ク

で
は
な
い
か
？
。

一
刻
も
早
く
事
態
を
進
展
さ
せ

る
べ
き
で
す
。
冬
か
ら
夏
を
過
ぎ

ま
た
雪
が
降
る
ま
で
、
時
間
の
浪

費
を
許
す
べ
き
で
は
な
い
。

当
事
者
は
誰
の
た
め
何
を
考
え
て

い
る
の
で
し
ょ
う
。

関
係
者
が
皆
得
を
す
れ
ば
よ
い

の
で
は
な
い
。

存
在
し
て
い
く
限
り
社
会
的
使
命

と
責
任
が
あ
る
は
ず
で
す
。
そ
れ

が
二
の
次
で
あ
れ
ば
、
再
生
を
ま
っ

た
く
し
て
ほ
し
く
な
い
と
思
う
。

そ
も
そ
も
不
適
格
で
す
。
早
期
退

場
が
ふ
さ
わ
し
い
の
で
は
な
い
か
。

先
月
九
日
、
行
政
（
金
沢
市
商

業
振
興
課
）
に
対
し
実
態
を
伺
っ

て
い
ま
す
が
、
八
月
七
日
に
再
臨

上
し
ま
し
た
。
民
事
不
介
入
で
、

宅
配
の
実
態
把
握
の
意
志
も
実
績

も
な
い
、
補
助
金
の
バ
ラ
マ
キ
行

政
が
仕
事
で
、
職
務
の
感
覚
が
理

解
で
き
な
い
。
知
ろ
う
と
も
せ
ず
、

指
導
も
行
っ
て
い
な
い
の
で
す
。

担
当
者
は
福
祉
の
問
題
と
縦
割
り

行
政
の
感
覚
で
は
、
他
人
ご
と
で

問
題
意
識
が
希
薄
で
あ
り
ま
す
。

地
域
か
ら
の
声
を
関
係
者
に
伝

え
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え

ま
す
。

ス
ー
パ
ー
の
窓
口
、
弁
護
士
(
福

井
市
）
に
面
会
を
要
請
。
裁
判
所

判
断
を
優
先
し
、
地
元
地
域
の
声

が
関
係
者
の
心
に
届
い
て
な
く
、

意
識
す
ら
し
て
い
な
い
状
況
で
す
。

地
元
の
声
を
、
当
事
者
と
、
信

用
金
庫
や
裁
判
所
や
監
督
官
庁
で

あ
る
財
務
局
に
、
声
な
き
声
を
伝

え
る
必
要
性
を
強
く
感
じ
て
い
ま

す
。
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宮
崎
駿
さ
ん
が
自
分
の
遺
作

と
語
っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

半
世
紀
余
り
、
内
に
温
め
た
想

い
を
込
め
た
作
品
で
す
。

頭
の
中
で
主
題
曲
の
「
ひ
こ
う

き
雲
」
が
余
韻

と
し
て
い
つ
ま

で
も
離
れ
ま
せ

ん
。４
０
年
前
の
ユ
ー
ミ
ン
の
曲

で
す
が
、
未
だ
に
何
も
失
わ
れ

て
い
な
い
。

日
本
の
原
風
景
が
背
景
(
自
然
)

に
重
な
り
懐
か
し
い
。

大
人
が
忘
れ
か
け
た
郷
愁
で
す
。

私
も
静
か
に
確
か
に
泣
き
ま
し

た
ね
。

良
い
映
画
の
基
準
は
、
エ
ン

ド
マ
ー
ク
が
流
れ
て
、
席
を
立

つ
数
で
分
か
り
ま
す
。

俳
優
で
な
く
、
監
督
が
魂
に

訴
え
、
生
き
方
を
思
い
を
、
い

つ
ま
で
も
振
り
返
る
メ
ッ
セ
ー

ジ
の
は
ず
。

こ
れ
が
名
作
の
基
準
で
す
。

風
は
見
え
な
い
、
感
じ
る
も

の
で
す
。
生
物
の
感
性
を
共
有

す
る
人
間
の
使
命
で
し
ょ
う
。

B

29が
行
っ
た
行
為

は
、
無
差
別
爆
撃
で
す
。

非
戦
闘
員
を
皆
殺
し
、

虐
殺
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

今
で
も
正
当
性
を
疑
わ
な
い
国
。

原
住
民
の
虐
殺
国
家
に
、
原
爆

だ
け
で
な
く
復
讐
心
を
決
し
て

忘
れ
て
な
ら
な
い
。


